
これ知ってる！？

、

【
社
会
教
育
部
門
】

●
優
秀
賞

「
三
河
木
綿

―
伝
統
を
紡
ぐ
人
々
―
」

お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
Ａ
班

鈴
木
一
史
、
杉
山
康
子
、
本
間
茂
夫

笠
間
大
樹
、
尾
山
和
昭
、
榊
原
由
里
香

高
瀬
玲
子
、
長
谷
川
威
全
、
川
本
祐
二

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

江
戸
の
町
で
流
行
し
、
か
つ
て
は
三
河
地
方
で
盛
ん
に

作
ら
れ
て
い
た
三
河
木
綿
。
し
か
し
現
代
で
は
、
三
河
の

木
綿
業
は
ほ
と
ん
ど
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
、

素
朴
な
三
河
木
綿
の
魅
力
に
引
き

込
ま
れ
、
布
作
り
の
技
を
守
り
、

次
世
代
に
伝
え
て
い
こ
う
と
活
動

を
続
け
て
い
る
の
が
「
手
織
三
河

木
綿
保
存
会
」
の
人
た
ち
で
あ
る
。

作
品
中
、
保
存
会
の
人
た
ち
が
、

綿
花
の
栽
培
か
ら
、
染
色
、
機
織

り
な
ど
を
全
て
手
作
業
で
行
う
様
子
や
、
昔
の
文
献
に
記

載
さ
れ
て
い
る
木
綿
の
模
様
を
苦
労
し
て
復
元
し
て
い
る

姿
が
、
伝
統
産
業
を
守
ろ
う
と
す
る
情
熱
と
共
に
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
る
。
伝
統
文
化
に
誇
り
を
も
ち
、
保
護
・
継

承
を
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
作
品
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
〈
主
催
（
財
）
日
本
視
聴
覚
教
育
協
会
〉

本
市
か
ら
出
品
し
た
自
作
視
聴
覚
教
材
の
う
ち
二
作
品
が
文
部
科
学
大
臣
賞
と
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

【
中
学
校
部
門
】

●
文
部
科
学
大
臣
賞
（
最
優
秀
賞
）

「
空
気
を
探
る

―
空
気
自
動
車
か
ら
―
」

お
か
ざ
き
映
像
教
材
研
究
会
Ｅ
班

服
部
将
也
、
山
口
秀
樹
、
杉
浦
修

池
田
美
輝
、
川
上
翔
太

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

人
間
の
目
に
は
見
え
な
い
空
気
。
こ
の
作
品
は
未
来
の

自
動
車
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
空
気
自
動
車
や
、

実
際
に
消
防
署
で
使
わ
れ
て
い
る

エ
ア
ー
ジ
ャ
ッ
キ
を
具
体
例
と
し

て
取
り
上
げ
、
空
気
の
力
が
現
代

社
会
の
中
で
様
々
な
場
面
で
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
て

人
間
の
呼
気
で
空
気
ベ
ッ
ド
を
膨

ら
ま
せ
る
と
い
う
独
自
の
実
験
も

映
像
化
し
、
科
学
的
な
原
理
や
法

則
を
親
し
み
や
す
く
解
説
す
る
。

子
供
た
ち
が
実
感
を
も
っ
て
捉

え
に
く
い
「
空
気
」
を
、
こ
の
よ
う
な
事
例
や
実
験
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
性
質
に
魅
力
を
感
じ
、
科
学
的

に
考
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
あ
る
。

＝
視
聴
覚
教
育
あ
れ
こ
れ
＝

●
作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

第
13
回
全
国
こ
ど
も
科
学
映
像
祭

小
学
生
部
門
：
児
童
が
保
護
者
や
教
師
と
一
緒
に

制
作
し
た
科
学
映
像
作
品

中
学
生
部
門
：
生
徒
が
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

制
作
し
た
科
学
映
像
作
品

（
教
師
の
指
導
可
）

締
切

平
成
26
年
10
月
31
日
（
必
着
）

応
募
の
詳
細
・
応
募
票
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●
授
業
研
究
協
議
会
の
お
知
ら
せ

会
場

葵
中
学
校

日
時

10
月
22
日
（
水
）
13
時
20
分
よ
り

研
究
主
題

「
学
び
合
い
・
磨
き
合
い
を
軸
に
し
た
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
幅
広
い

活
用
法
と
生
徒
が
自
ら
求
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
場
の
追
究
～
」

※
参
加
申
し
込
み
は
葵
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で

き
ま
す
。
（
締
切
10
月
３
日
）

●
学
習
情
報
部
の
自
主
研
修
会
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
）

Ｔ
Ａ
Ｖ
は
「
翌
日
の
授
業
か
ら
役
立
つ
」
「
子
供
達

の
将
来
に
必
要
」
な
知
識
や
技
を
身
に
付
け
ら
れ
る
研

修
会
で
す
。
情
報
機
器
の
得
意
な
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
、
満
足
・
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
を
毎
回
企
画

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

【
今
後
の
予
定
】

◇
10
月
31
日
（
金
）
18
時
30
分
～

「
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
に
向
け
て
」

道
徳
部
＆
生
徒
指
導
部
と
の
共
同
開
催
で
す
。

◇
２
月
20
日
（
金
）
18
時
30
分
～

「
作
ろ
う
！
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」

※
９
月
26
日
（
金
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
回
は
、

事
情
に
よ
り
開
催
日
を
変
更
い
た
し
ま
す
。
正
式

に
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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フリックとスワイプ
スマートフォンやタブレットPC

など，タッチパネルを備えた機器

の操作方法の名称。「フリック」は，

画面を指で押さえてから，さっと

弾くように動かすこと。それに対

して「スワイプ」は，指で画面に

触れたまま，一定方向へ掃くよう

に動かすという違いがある。



＝
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
＝

新
し
い
授
業
作
り
に
つ
な
が
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

三
年
生
の
修
学
旅
行
に
向
け
て
、
東
京
都
内
で
の
班

別
活
動
を
計
画
す
る
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
教
室
で

活
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
パ

ソ
コ
ン
室
を
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
台
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
Ｐ
Ｃ
に
班
員
全
員
が
顔
を
寄
せ
合
っ
て
話
し

合
う
点
で
、
物
理
的
に
困
難
な
部
分
が
あ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
意
図
的
に
協
働
的
な
学
習
を
仕
組
ん
だ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
個
人
で
の
調
べ
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
班
員
が
顔
を
寄
せ
合
っ
て
話
し
合
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
利
用
し
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
え
ば
、
班
員
全
員
が
適
度
な
余
裕

を
も
っ
て
集
ま
り
な
が
ら
、
同
じ
画
面
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
教
室
の
机
を
動
か
す
こ
と
で
、
顔
を
合

わ
せ
て
話
し
合
い
や
す
い
形
態
を
作
る
こ
と
も
で
き
る
。

生
徒
た
ち
は
相
談
を
始
め
た
。

「
パ
ン
ダ
を
見
に
行
き
た
い
か

ら
、
上
野
公
園
へ
行
く
た
め
の

電
車
の
発
車
時
刻
を
調
べ
て
よ
」

「
そ
の
日
の
そ
の
辺
り
の
時
刻

に
は
、
何
か
特
別
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
の
か
な
」

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
情
報
に
つ
い
て
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
調
べ
、
計

画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
班
一
台
の
利
用
と
し
た
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
の
間
で
自
然

発
生
的
に
役
割
分
担
が
な
さ
れ

た
こ
と
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

の
新
た
な
可
能
性
で
あ
ろ
う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
活
用
の
模

索
が
、
新
し
い
授
業
作
り
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。

（
東
海
中
学
校

学
習
情
報
主
任

近
藤
雄
一
）

＝
実
践
報
告
＝

実
感
を
伴
う
情
報
モ
ラ
ル
指
導

本
宿
小
学
校

渡
邊

政
則

中
学
年
に
な
っ
た
本
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
学
校
に
慣
れ
、

生
活
の
ル
ー
ル
を
覚
え
て
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
一
方
、
家
庭
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
通
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

が
増
え
て
き
た
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
パ
ソ
コ
ン
室
利

用
の
指
導
と
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
併

せ
て
行
う
こ
と
に
し
た
。
実
際
に
は
、

道
徳
二
時
間
＋
特
別
活
動
一
時
間
の
計

三
時
間
完
了
の
計
画
で
実
践
を
行
っ
た
。

第
一
・
二
時
の
道
徳
の
授
業
で
は
、

「
規
則
の
尊
重
・
公
徳
心
」
を
ね
ら
い

と
し
、
「
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
振
り
返
ら
せ

た
。
ま
ず
は
、
教
室
や
図
書
室
な
ど
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
場
所
で
の
過
ご
し
方
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
し
な

が
ら
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
発
表
し
合
っ
た
。

そ
の
後
、
「
事
例
で
学
ぶ
Ｎ
ｅ
ｔ
モ
ラ
ル
」
を
利
用
し
、
パ

ソ
コ
ン
室
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
確
認
し
た
。
授
業
後
の

子
供
の
感
想
に
は
「
先
生
に
注
意
さ
れ
な
く
て
も
、
一
人
一

人
が
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
、
気
持
ち
よ
く
パ
ソ
コ
ン

室
を
使
え
る
」
と
あ
っ
た
。
段
階
を
追
っ
て
指
導
を
展
開
し

た
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
に
気

付
き
、
自
発
的
に
守
ろ
う
と
す
る
意
識
を
持
つ
に
至
っ
た
。

ま
と
め
と
な
る
第
三
時
の
特
別
活
動
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
習
を
基
に
、
「
事
例
で
学
ぶ
Ｎ
ｅ
ｔ
モ
ラ
ル
」
を
利
用
し

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
の
仕
方
と
、
そ
の
便
利
さ
・
怖
さ
を
体

験
で
き
る
学
習
を
行
っ
た
。
「
パ
ソ
コ
ン
は
楽
し
い
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
ま
ち
が
え
る
と
す
ご
く
怖
い
」
と
は
、
授
業
後
に

子
供
が
ふ
と
口
に
し
た
言
葉
で
あ
る
。
実
感
の
こ
も
っ
た
、

し
か
も
核
心
を
突
い
た
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
体
験
的
な
学
習
を
取
り
入
れ
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
実
感
の
伴
う
情
報
モ
ラ
ル
の
実
践
を
続
け
て
い
き
た
い
。

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ラ
イ
タ
ー
で
簡
単
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

手
元
に
あ
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
映
像
や
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
映
像
を
、
簡
単
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ダ
ビ
ン
グ

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ラ
イ
タ
ー
」
を
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

映
像
を
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
端
子
、
Ｄ
Ｖ
入
力
端
子
、
Ｓ
映

像
入
力
端
子
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
映
像
入
力
端
子
、

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
、
メ
モ
リ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
か
ら
入
力

し
、
パ
ソ
コ
ン
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
ボ
タ
ン

一
つ
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
ダ
ビ
ン
グ
し
ま
す
。
記
録
映
像

を
取
り
出
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ダ
ビ
ン
グ
す
る
場
合
や

映
像
整
理
に
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
を

希
望
す
る
場
合
は
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
子
ど
も
ビ
デ
オ
教
室
」
の
ご
紹
介

小
学
生
を
対
象
に
し
た
ビ
デ
オ
教
室
で
す
。
子

ど
も
た
ち
自
身
が
、
講
師
の
助
け
を
借
り
な
が
ら

企
画
・
撮
影
・
編
集
を
行
い
ま
す
。
毎
年
、
子
供

な
ら
で
は
の
感
性
で
、
素
敵
な
作
品
が
制
作
さ
れ

て
い
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、
学
校
行
事
や
お

昼
の
放
送
で
活
用
し
た
り
、
各
種
の
映
像
コ
ン
ク

ー
ル
に
応
募
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
矢
作
北
小
学
校
（
９
月
27
日
）
、
岩

津
小
学
校
（
10
月
11
日
）
、
六
ツ
美
西
部
小
学
校

（
11
月
１
日
）
の
３
校
で
開
催
予
定
で
す
。

問
い
合
せ
先

岡
崎
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

電
話

二
三
‐
六
七
八
九


